
発電設備概要表

※項目中□欄は、該当するものをﾚ印又は■でアンダーライン部分には該当する内容を記入すること。

設備種別 □低圧発電 □高圧発電

工事種別 □新設 □増設 □移設 □取替え □改造 □その他

設置場所 □    階  □屋上  □屋外 

電 圧 □１０５V □２１０V □４１５V □６，６００V □その他（      ）Ｖ

非常電源 □消防用設備の非常電源 □一般商用電源

キュービクル式 □該当（ □消防庁告示適合 ） □非該当

設

置

室

構造

不燃区画［□有り □無し］ 

壁［□耐火 □準耐火 □不燃 □その他］ 

床［□耐火 □準耐火 □不燃 □その他］ 

天井［□耐火 □準耐火 □不燃 □その他］ 

開口部［□防火設備 □その他]

ケーブル、配管の貫通処理（□不燃材料による処理 □その他）

換気（□自然換気 □機械換気 □ＦＤ付）

内装
壁 ［□不燃材料 □不燃認定材料 □その他 □無し］ 

天井［□不燃材料 □不燃認定材料 □その他 □無し］

熱源種別
□灯油 □軽油 □重油 □その他の液体燃料（      ）

□都市ガス □LPG □その他の気体燃料（      ）

設備概要

製造会社（           ）機器型式（             ）

出力容量      ｋＶＡ×力率     = 条例出力      ｋＷ

（燃料メインタンク      ℓ+サービスタンク      ℓ）÷燃料消費量

      ℓ／ｈ＝運転可能時間      時間

外部燃料タンクから内燃機関までの距離     ｍ

１日あたりの稼働予定時間      時間／日

※１日あたりの燃料消費量の根拠資料を添付すること。

煙  突

排気筒等

排気温度(□２６０℃以下 □２６０℃を超える) 

構造（□給排気筒 □ダクト □排気筒 □ＦＤ付）  排気方式（□機械 □自然）

貫通部構造(□めがね石 □金属以外の不燃材料 □その他) 

トップ構造［□多翼型 □Ｈ型 □陣笠 □ベンド □ストレート □エルボ４５°

□エルボ９０° □ウォールトップ □その他(      )］

耐震措置 □アンカーボルト □溶接 □その他（           ）

消火設備

□消火器 □大型消火器 □不活性ガス消火設備(□固定式 □移動式) 

□ハロゲン化物消火設備(□固定式 □移動式) 

□粉末消火設備(□固定式 □移動式) □その他(             )

備  考


